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概要 (具体的に記載すること)

① 審査対象 (いずれかにOを)1.研究計画書 (⊃.学会発表原稿 C)出版原稿 4.その他 (    )
② 研究の背景と目的

本研究の目的は、リハビリテーションを受けているサルコペニアと診断された脳卒中患者を対象に、起

立着席運動と排泄自立度の改善効果を明らかにすることである。

③ 対象及び方法

研究デザインは 2015-2021年に当院回復期病棟に連続入院した脳卒中患者のうち、入院時にサルコペニ

アと診断され、り,泄に介助を必要とした患者を対象とした後ろ向きコホー ト。除外基準は、生体電気イ

ンピーダンス角写析不適、重度意識障害とした。サルコペニアは筋力と骨格筋量を用いて AWGS基準 (2019)

で診断し、それぞれ握力 ()F麻痺側)と骨格筋指数 (SMI)に より評価した。アウトカムは FIMリト尿管理と

FIM排便管理とした。対象者を起立着席運動の中央値で 2群に分類し、単変量解析にて比較した。また、

重回帰分析を用いて起立着席運動と排泄の予後 (退院時 FIM排尿管理・FIM排便管理)の関連を調査し

た。



④実施場所及び実施機関

熊本リハビジテーション病院 回復期病棟
④ データ収集期間

2o15年  1月 2021年  12月 (研究期間に構築したデータベースを用いる)

⑥研究における倫理的配慮について (I～Ⅲは必ず記載のこと)

I 研究等の対象とする個人の人権擁護  ( 問題あり 。く画題な豆功
Ⅱ 研究等の対象とする者に理解を求め同意 る 日頭 )

研究等によつて生ずる個人Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

研究等によつて生ずる医学上の貢献の予測

その他  (
なし )

)

ムページに研究計画を公開したオプトアウト

なし


